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Ⅰ 研究の成果(1000字 程度)
(図表 も含 めて分か りやす く記入の こと)
線 形 動物 ミ トコン ドリアで は 、通 常 の ク ローバ ー リー フ型 とは異 な った 、Tarmが 欠 け
たtRNAとDarmが 欠 けたtRNAと い う異 常 な形 を した2種 類 のtRNAが 存在 す る こ とが
知 られ て い る。 これ らのtRNAに 結合 す るEF-Tuと して 、通 常 の翻 訳 系 で はEF-Tuは1
種類 であ るの に対 し、2種 類 の異常 なtRNAそ れ ぞれ に結 合 す る2種 類 のEF-Tuが見 つか
った。 この うち 、Darmの 欠 けたtRNAに 結合す るEF-Tu(EF-Tu2)は、一 般 的 なEF-Tu
と比較 した ときにア ミノア シルtRNAの ア ミノ酸部 分 との結 合 に 関 わ るア ミノ酸残 基 の保
存性 が ほ とん どな い こ とか ら、 ア ミノ酸認 識 様式 が通 常の もの と異 な る ことが予 想 され た。
さ らに、EF-Tu2が結 合 す るDarmの 欠 けたtRNAは 、セ リンtRNAの み で あ る こ とか ら、
我 々は、EF-Tu2はセ リルtRNAの セ リン部 分 を特 異 的に認 識 す る新 しい タイ プのEF-Tu
で あ る と予想 した。
本 研 究 では これ を証 明 す るた めに 二つ の実験 を行 っ た。加水 分 解 プ ロテ クシ ョンア ッセイ
で は、2種 類 の ア ミノ酸(セ リン、 ア ラ ニン)を チ ャー ジ出来 る よ うなAscarissuumミ
トコ ン ド リ アtRNASerUCU変
異 体 を 作 成 し、Ser-tRNASerUCU
とAla-tRNASerUCUに対 す る
EF-Tu2の結 合 活 性 を 比 較 した
と こ ろ、EF-Tu2はSer-tRNA
と は 結 合 した が 、Ala-tRNAと
は 結 合 しな か っ た 。
コ ン ペ テ ィ シ ョ ン ア ッ セ イ で は 、Ser-tRNAserUCUと化 学 合 成 法 で 調 製 し た
Val-tRNAserUCUとのEF-Tu2の結合 に 関 して競争 実験 を行 っ
た。この結 果 、Ser-tRNAに対す るEF-Tu2の結合 は過 剰 量 の
Val-tRNAによって もま った く影 響 を受 けなか った。これ らの
実 験 か らEF-Tu2がセ リン特 異的 で あ るこ とが証 明 され た。
さ らに、一般 的 なEF-Tuにお いて ア ミノア シルtRNAの ア
ミノ酸 との結合 に関 わ る残 基 をEF-Tu2の 対応 す る部 分 と組
み 換 え た変 異 体 を作 成 し、ア ミ ノ酸 置 換 に よ って セ リン特 異
性 を一般 的 なEF-Tuに移 す こ とに成 功 した。 この結果 か ら、C.elegansEF-Tu2にお いて
245-ASKTAITGRGTVIV258、V298R299、H303の残 基 がセ リン特 異性 に大 き く寄与 し
て い る ことがわ か った。
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